




種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。
１株当たり配当金

-

Ａ種優先株式 円　銭 円　銭 円　銭

26年３月期 0.00

第１四半期末

-

発行済株式数（Ａ種優先株式）

-27年３月期

27年３月期（予想）

（基準日）

103,767株

-0.00

期末発行済株式数： 27年３月期第１四半期

59.0459.04

第２四半期末 第３四半期末

61.92 61.92

年間
円　銭

期末
円　銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、消費税増税に伴う個人消費の一時的な落ち込みは見られたもの

の、経済対策及び金融政策の効果により、引き続き円安、株高基調が継続し、賃上げと雇用状況の改善も見られ、

全体として回復基調で推移いたしました。海外経済については、米国では継続して底堅い状況で推移する一方、中

国及びアジア地域においては成長率の鈍化が見られ、欧州では国別に成長、横ばい、減速がまだら模様となってお

りますが、世界レベルでの自動車市場は拡大傾向となっております。 

 このような状況の中、当社におきましては、管理体制をより一層強化することにより個別案件の採算性向上に努

めたほか、全社挙げての更なる固定費の削減、製造工程見直し等による原価低減を進めるとともに、生産性及び品

質の更なる向上に努めてまいりました。 

 しかしながら、当第１四半期売上予定案件の一部が、顧客の要請により第２四半期の出荷となったことにより、

当第１四半期累計期間における売上高は2,321百万円（前年同期比21.1％減）、営業利益は88百万円（前年同期比

65.5％減）となりました。営業外損益においては、海外関連会社等からの受取配当金146百万円を計上した結果、

経常利益は214百万円（前年同期比46.1％減）、四半期純利益は271百万円（前年同期比38.8％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比して813百万円増加の16,642百万円となりまし

た。これは主として、仕掛品が907百万円増加したことによるものであります。負債については、前事業年度末に

比して617百万円増加の12,454百万円となりました。これは主として、前受金が485百万円増加したことによるもの

であります。純資産については、前事業年度末に比して196百万円増加の4,187百万円となり、自己資本比率は

25.2％となりました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年３月期の通期の業績予想については、平成26年５月13日公表の業績予想から変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げた定め

について当第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期

間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を退職給付の支払見込期間及び支払見込

期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 これに伴う当第１四半期会計期間の期首の退職給付引当金及び利益剰余金並びに当第１四半期累計期間の営業利

益、経常利益、及び税引前四半期純利益に与える影響はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,929 2,250 

受取手形 88 89 

売掛金 2,101 1,556 

仕掛品 6,007 6,915 

貯蔵品 21 22 

前払費用 13 57 

その他 278 443 

貸倒引当金 △117 △116 

流動資産合計 10,323 11,218 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,199 1,201 

構築物（純額） 29 30 

機械及び装置（純額） 266 251 

車両運搬具及び工具器具備品（純額） 79 80 

土地 1,643 1,594 

リース資産（純額） 46 39 

建設仮勘定 2 14 

有形固定資産合計 3,267 3,212 

無形固定資産    

のれん 715 704 

ソフトウエア 290 293 

リース資産 22 18 

その他 21 6 

無形固定資産合計 1,049 1,023 

投資その他の資産    

投資有価証券 20 20 

関係会社株式 493 493 

関係会社出資金 670 670 

長期貸付金 252 245 

長期前払費用 2 2 

その他 1 1 

貸倒引当金 △252 △245 

投資その他の資産合計 1,188 1,187 

固定資産合計 5,505 5,424 

資産合計 15,829 16,642 
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    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形 1,218 579 

電子記録債務 163 1,450 

買掛金 830 706 

短期借入金 1,310 1,110 

リース債務 52 47 

未払金 107 71 

未払法人税等 19 6 

未払費用 763 757 

前受金 2,762 3,248 

預り金 67 137 

賞与引当金 417 365 

工事損失引当金 41 24 

その他 0 80 

流動負債合計 7,754 8,586 

固定負債    

長期借入金 2,155 1,943 

リース債務 19 13 

繰延税金負債 252 248 

退職給付引当金 1,656 1,662 

固定負債合計 4,083 3,868 

負債合計 11,837 12,454 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,081 3,081 

利益剰余金 923 1,119 

自己株式 △13 △13 

株主資本合計 3,991 4,187 

純資産合計 3,991 4,187 

負債純資産合計 15,829 16,642 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 2,943 2,321 

売上原価 2,481 2,015 

売上総利益 462 305 

販売費及び一般管理費 207 217 

営業利益 255 88 

営業外収益    

受取利息 1 1 

受取配当金 120 146 

為替差益 39 - 

その他 18 22 

営業外収益合計 180 169 

営業外費用    

支払利息 36 18 

シンジケートローン関連費用 - 1 

外国源泉税 - 10 

為替差損 - 8 

その他 2 5 

営業外費用合計 38 43 

経常利益 396 214 

特別利益    

固定資産売却益 71 56 

特別利益合計 71 56 

特別損失    

固定資産売却損 3 - 

固定資産除却損 0 0 

特別損失合計 3 0 

税引前四半期純利益 464 270 

法人税、住民税及び事業税 22 2 

法人税等調整額 △0 △3 

法人税等合計 21 △0 

四半期純利益 442 271 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

 当社は、前事業年度において自動車用溶接治具事業を営む唯一の連結子会社１社の全株式を売却してお

ります。よって、当第１四半期会計期間において自動車用プレス金型事業の単一セグメントとなったた

め、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

 当社は自動車用プレス金型事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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